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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月5日(2017.1.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
光を放出するための発光システムの操作方法であって、
前記発光システムは少なくとも１つの発光ダイオード（ＬＥＤ）を備え、
前記方法は、前記少なくとも１つのＬＥＤを少なくとも４０Ａ／ｃｍ２の電流密度で動作
させることにより、第１の範囲における第１のピーク波長によって特徴付けられる第１の
放射を放出させ且つ４５％以上の外部量子効率で機能させることを含み、
前記第１の放射は、少なくとも１つの第１の波長変換物質及び少なくとも１つの第２の波
長変換物質と光学的に結合され、
前記少なくとも１つの第１の波長変換物質は、前記第１の放射の少なくとも一部を約５０
０ｎｍ～約６００ｎｍの第２の範囲における第２のピーク波長によって特徴づけられる第
２の放射に変換するように構成され、
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前記少なくとも１つの第２の波長変換物質は、前記第１の放射の少なくとも一部を約６０
０ｎｍ～約７００ｎｍの第３の範囲における第３のピーク波長によって特徴づけられる第
３の放射に変換するように構成され、
放出される前記光は、前記第１の放射、前記第２の放射、及び前記第３の放射に基いてお
り、スペクトルパワー分布（ＳＰＤ）によって特徴づけられ、前記ＳＰＤの出力の約２％
～約２５％は約３９０ｎｍ～約４３０ｎｍの第４の範囲内の波長で放射される、
操作方法。
 
【請求項２】
前記第１の範囲は約４０５ｎｍ～約４３０ｎｍである請求項１に記載の方法。
 
【請求項３】
前記ＬＥＤを少なくとも４０Ａ／ｃｍ２の前記電流密度で動作させるときに、前記発光シ
ステムの環境温度は約２５℃である、請求項１に記載の方法。
 
【請求項４】
前記ＬＥＤを少なくとも４０Ａ／ｃｍ２の前記電流密度で動作させるときに、前記少なく
とも１つのＬＥＤのジャンクション温度は少なくとも８５℃である、請求項１に記載の方
法。
 
【請求項５】
前記ＬＥＤを少なくとも４０Ａ／ｃｍ２の前記電流密度で動作させることは、前記ＬＥＤ
を少なくとも１００Ａ／ｃｍ２の前記電流密度で動作させることである、請求項１に記載
の方法。
 
【請求項６】
前記ＳＰＤは、約１９００Ｋ～約６５００Ｋの範囲の少なくとも１つの相関色温度によっ
て特徴づけられ、（ｕ’ｖ’）単位で０．０１未満の絶対値を持つ黒体軌跡への色距離を
有している、請求項１に記載の方法。
 
【請求項７】
前記発光システムにおいて、第４の放射を放出するように構成された少なくとも１つの第
２のＬＥＤを動作させることを含み、前記第４の放射は４３０ｎｍより長い第４のピーク
波長によって特徴づけられ、前記第１のピーク波長と前記第４のピーク波長とは互いに異
なっている、請求項１に記載の方法。
 
【請求項８】
光を放出するための発光システムの操作方法であって、
前記発光システムは、第１の範囲における第１のピーク波長によって特徴付けられる第１
の放射を放出するように構成された少なくとも１つの第１の発光ダイオード（ＬＥＤ）と
、第２の範囲における第２のピーク波長によって特徴付けられる第２の放射を放出するよ
うに構成された少なくとも１つの第２のＬＥＤとを備え、前記第１のピーク波長と前記第
２のピーク波長とは互いに異なっており、
前記方法は、
前記少なくとも１つの第１のＬＥＤを少なくとも４０Ａ／ｃｍ２の電流密度で動作させ、
前記第１の放射を放出させ且つ４５％以上の外部量子効率で機能させることと、
前記少なくとも１つの第２のＬＥＤを前記第２の放射を放出するように動作させることと
を含み、
前記第１の放射及び前記第２の放射は、少なくとも１つの第１の波長変換物質及び少なく
とも１つの第２の波長変換物質と光学的に結合され、
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前記少なくとも１つの第１の波長変換物質は、前記第１の放射又は前記第２の放射の少な
くとも一部を約５００ｎｍ～約６００ｎｍの第３の範囲における第３のピーク波長によっ
て特徴づけられる第３の放射に変換するように構成され、
前記少なくとも１つの第２の波長変換物質は、前記第１の放射又は前記第２の放射の少な
くとも一部を約６００ｎｍ～約７００ｎｍの第４の範囲における第４のピーク波長によっ
て特徴づけられる第４の放射に変換するように構成され、
放出される前記光は、スペクトルパワー分布（ＳＰＤ）によって特徴づけられ、前記ＳＰ
Ｄの出力の約２％～約２５％は約３９０ｎｍ～約４３０ｎｍの第５の範囲内の波長で放射
される、
操作方法。
 
【請求項９】
前記第１の範囲は約４０５ｎｍ～約４３０ｎｍであり、前記第２の範囲は約４４０ｎｍ～
約４６０ｎｍである、請求項８に記載の方法。
 
【請求項１０】
前記少なくとも１つの第１のＬＥＤ及び前記少なくとも１つの第２のＬＥＤの電力供給を
調整することにより、前記ＳＰＤが約１９００Ｋ～約６５００Ｋの範囲で変化する相関色
温度を有するようにすることを更に含んだ請求項８に記載の方法。
 
【請求項１１】
前記少なくとも１つの第１のＬＥＤ及び前記少なくとも１つの第２のＬＥＤの電力供給を
調整することにより、前記ＳＰＤが（ｕ’ｖ’）単位で０．０１未満の絶対値を持つ黒体
軌跡への色距離を有するようにすることを更に含んだ請求項８に記載の方法。
 
【請求項１２】
前記少なくとも１つの第１の波長変換物質は前記第２の放射ではなく前記第１の放射と光
学的に結合され、前記少なくとも１つの第２の波長変換物質は前記第２の放射ではなく前
記第１の放射と光学的に結合されている、請求項８に記載の方法。
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